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�広報「 」平成 19 年 11 月号

　

第
1
回
臨
時
会
が
7
月
17
日
に
開
催
さ
れ
、

工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て
審
議
が
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
第
３
回
定
例
会
が
9
月
11
日
か
ら
28

日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
平
成
18
年
度
各

会
計
決
算
の
認
定
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
議
案
の
審

議
と
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

  

議
会
審
議
日
程

　

7
月
13
日　

議
会
運
営
委
員
会

　

7
月
17
日　

本
会
議

　
　
　
　
　
　

及
び
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　

9
月
4
日　

議
会
運
営
委
員
会

　

9
月
11
日　

本
会
議

　

9
月
12
日　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　

9
月
13
日　

民
生
水
道
常
任
委
員
会

　

9
月
14
日　

都
市
産
業
常
任
委
員
会

　

9
月
18
日　

ま
ち
づ
く
り
事
業
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　

及
び
議
会
運
営
委
員
会

　

9
月
19
日　

　
　

〜
21
日　

決
算
特
別
委
員
会

　

9
月
27
日　

本
会
議

　

9
月
28
日　

本
会
議

議
案
の
主
な
内
容
と
結
果

【
契
約
関
係
】

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
（
忍
海
小
学
校
校
舎
改
築
・
改
造
工
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　

賛
成
多
数
に
よ
り
可
決 

　
　

耐
力
度
調
査
を
し
た
結
果
、
改
築
及
び
耐

　

震
補
強
工
事
が
必
要
と
診
断
さ
れ
た
の
で
実

　

施
す
る
も
の
で
す
。
改
築
校
舎
の
概
要
は
、

　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
づ
く
り
2
階
建
て
、
延

市

議

会

だ

よ

り

　

べ
床
面
積
２
５
８
５
平
方
メ
ー
ト
ル
、
工
事
発

　

注
で
は
一
般
競
争
入
札
を
実
施
し
、（
株
）
鍜

　

治
田
工
務
店
と
６
億
５
８
３
５
万
円
で
契
約

　

す
る
も
の
で
す
。

【
決
算
認
定
】

■
平
成
18
年
度
葛
城
市
各
会
計
決
算
の
認
定

・
一
般
会
計

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

・
老
人
保
健
特
別
会
計

・
介
護
保
険
特
別
会
計

・
水
道
事
業
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　

賛
成
多
数
に
よ
り
認
定

・
下
水
道
事
業
特
別
会
計

・
学
校
給
食
特
別
会
計

・
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
金
特
別
会
計

・
霊
苑
事
業
特
別
会
計

・
葛
城
市
・
広
陵
町
介
護
認
定
審
査
会
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　

全
会
一
致
に
よ
り
認
定

【
条
例
関
係
】

■
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
葛
城
市
長
の
資

　

産
等
の
公
開
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　

す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決 

　
　

郵
政
民
営
化
法
等
の
施
行
に
伴
う
関
係
法

　

律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
及
び
証
券
取
引

　

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
等
が
施
行
さ

　

れ
る
こ
と
に
伴
い
字
句
を
削
除
・
改
正
す
る

　

も
の
で
す
。

【
予
算
関
係
】

■
平
成
19
年
度
葛
城
市
一
般
会
計
補
正
予
算　

　
（
第
2
号
）
の
議
決
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決 

　
　

民
生
費
で
は
福
祉
医
療
費
、
児
童
手
当
の

　

前
年
度
確
定
に
伴
う
国
・
県
補
助
金
・
負
担

　

金
の
精
算
返
還
、
土
木
費
で
は
補
助
内
示
額

　

の
確
定
に
よ
る
街
路
事
業
費
の
追
加
、
災
害

　

復
旧
費
で
は
7
月
中
旬
の
大
雨
洪
水
に
よ
り

　

発
生
し
た
災
害
に
か
か
る
復
旧
費
等
に
よ　

　

り
、
３
億
４
０
９
８
万
２
千
円
を
追
加
す
る

　

も
の
で
す
。

■
平
成
19
年
度
葛
城
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補

　

正
予
算
（
第
1
号
）
の
議
決
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決 

　
　

介
護
給
付
費
負
担
金
及
び
地
域
支
援
事
業

　

交
付
金
の
国
庫
、
県
及
び
支
払
基
金
へ
の
返

　

還
金
、
並
び
に
、
介
護
保
険
料
の
剰
余
金
を

　

準
備
基
金
に
積
み
立
て
る
こ
と
に
よ
り
、

　

６
７
６
５
万
１
千
円
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

■
平
成
19
年
度
葛
城
市
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付

　

金
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）
の
議
決

　

に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決 

　
　

貸
付
金
の
繰
上
償
還
に
よ
り
、
１
８
６
万

　

２
千
円
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

【
そ
の
他
】

■
葛
城
市
土
地
開
発
公
社
定
款
の
変
更
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決 

■
奈
良
県
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
金
回
収
管
理

　

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

全
会
一
致
に
よ
り
可
決 

　
　

と
も
に
郵
政
民
営
化
法
等
の
施
行
に
伴
う

　

関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行

　

に
伴
い
字
句
を
削
除
す
る
も
の
で
す
。

【
意
見
書
・
決
議
】

　

次
の
5
件
の
意
見
書
・
決
議
を
可
決
し
、
関

係
機
関
に
送
付
い
た
し
ま
し
た
。

■
永
住
外
国
人
住
民
の
地
方
選
挙
権
確
立
に
関

　

す
る
意
見
書
に
つ
い
て

■
い
じ
め･

不
登
校
対
策
の
た
め
の
施
策
を
求

　

め
る
意
見
書
に
つ
い
て

■
森
林
の
整
備
、
林
業
・
林
産
業
の
振
興
に
関

　

す
る
意
見
書
に
つ
い
て

■
割
賦
販
売
法
の
改
正
を
求
め
る
意
見
書
に
つ

　

い
て

■
自
転
車
の
盗
難
被
害
を
防
止
す
る
取
り
組
み

　

に
関
す
る
決
議
に
つ
い
て

【
議
員
提
出
議
案
】

■
議
員
定
数
検
討
の
た
め
の
特
別
委
員
会
の
設

　

置
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

賛
成
少
数
に
よ
り
否
決 

　
　

議
員
定
数
の
見
直
し
等
調
査
検
討
し
、
新

　

た
に
議
員
定
数
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

■
葛
城
市
議
会
改
革
の
た
め
の
特
別
委
員
会
の

　

設
置
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

賛
成
多
数
に
よ
り
可
決 

　
　

議
員
定
数
、
報
酬
等
の
検
討
な
ど
議
会
活

　

動
の
活
性
化
と
議
会
改
革
の
調
査
、
研
究
を

　

推
進
す
る
も
の
で
す
。

　

※
設
置
さ
れ
ま
し
た
葛
城
市
議
会
改
革
特
別
委

　

員
会
（
9
名
）
の
役
員
構
成
は
次
の
と
お
り

　

で
す
。

　
　
　
　
　

委
員
長　
　

亀
井　

一
二
三

　
　
　
　
　

副
委
員
長　

吉
村　

優
子

　
　
　
　
　

委　

員　
　

山
下　

和
弥

　
　
　
　
　
　

〃　
　
　

西
井　

覚　

　
　
　
　
　
　

〃　
　
　

川
辺　

順
一

　
　
　
　
　
　

〃　
　
　

川
西　

茂
一

　
　
　
　
　
　

〃　
　
　

岡
島　

辰
雄

　
　
　
　
　
　

〃　
　
　

南　

要

　
　
　
　
　
　

〃　
　
　

白
石　

栄
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
議
席
順
・
敬
称
略
）

※
詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
内
の
「
葛
城
市
議
会
」
会
議
録
で
ご

　

覧
い
た
だ
け
ま
す
。（
な
お
、
こ
の
議
会
の
会

　

議
録
は
、　

12
月
頃
に
掲
載
の
予
定
で
す
。）
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51.8
％

48.2
％

地方交付税
（所得税等の一部から地方公共団体

に交付されるお金）
28億3013万2千円

国庫支出金        
（市が行う特定の事業などに対し

国が交付するお金）
10億2379万9千円

県支出金
（市が行う特定の事業などに対し
　　県が交付するお金）
　　　　4億8332万3千円

市債
（事業等を行うために国や
　　金融機関から借りるお金）
　　　　7億8750万円

使用料及び手数料
（市施設の使用料や住民票の

交付手数料など）
1億9727万7千円

繰入金
（市の基金（貯金）から

取り崩したお金）
4億3150万円

繰越金
（前年度決算による余剰金）

2億2680万8千円
諸収入

（延滞金、預金利子、雑入など）
2億169万5千円

その他
（分負担金、財産収入など）

2億8186万6千円

市税
(市民税、固定資産税など)

43億1742万7千円

地方譲与税
（自動車重量税など国税として
　　徴収し、市へ譲与されるお金）
　　　　3億6848万9千円

その他
（地方消費税交付金など）

5億9258万6千円

土木費
（道路整備や公園管理などに）
23億9192万1千円

民生費
（社会福祉や高齢者、児童福祉などに）
27億1515万9千円

教育費
（学校教育や社会教育に）
15億5366万3千円

総務費
（市の財産管理や戸籍、税務などに）
11億8812万1千円

その他（災害による被害の復旧などに）
6943万3千円

議会費（議会の運営や議員の報酬に）
1億7182万1千円

衛生費
（保健や環境、ゴミの処理などに）
11億6587万円

農林商工費
（農林畜産業の振興や観光などに）
4億2523万8千円

消防費（消防活動などに）
4億4081万1千円

公債費
（市が借りたお金の返済に）
14億3518万1千円

地方交付税
（所得税等の一部から地方公共団体

に交付されるお金）
28億3013万2千円

国庫支出金        
（市が行う特定の事業などに対し

国が交付するお金）
10億2379万9千円

市税
(市民税、固定資産税など)

43億1742万7千円

土木費
（道路整備や公園管理などに）
23億9192万1千円

民生費
（社会福祉や高齢者、児童福祉などに）
27億1515万9千円

教育費
（学校教育や社会教育に）
15億5366万3千円

総務費
（市の財産管理や戸籍、税務などに）
11億8812万1千円

衛生費
（保健や環境、ゴミの処理などに）
11億6587万円

公債費
（市が借りたお金の返済に）
14億3518万1千円

地方交付税
（所得税等の一部から地方公共団体

に交付されるお金）
28億3013万2千円

国庫支出金        
（市が行う特定の事業などに対し

国が交付するお金）
10億2379万9千円

市税
(市民税、固定資産税など)

43億1742万7千円

土木費
（道路整備や公園管理などに）
23億9192万1千円

民生費
（社会福祉や高齢者、児童福祉などに）
27億1515万9千円

教育費
（学校教育や社会教育に）
15億5366万3千円

総務費
（市の財産管理や戸籍、税務などに）
11億8812万1千円

衛生費
（保健や環境、ゴミの処理などに）
11億6587万円

公債費
（市が借りたお金の返済に）
14億3518万1千円

117 億 4240 万
2 千円

115 億 5721 万
8 千円

歳入歳出差引額

1 億 8518 万 4 千円

一般会計一般会計

歳歳 歳入 歳歳 歳出

一般会計の決算額は、歳入 117 億 4240 万 2 千円、
歳出 115 億 5721 万 8 千円で、歳入決算額から歳出決算額を
差し引いた額は 1 億 8518 万 4 千円となりました。

市民１人当たりの
  市税負担額

120,387 円

市民税
58,371 円

固定資産税
54,686 円

軽自動車税
  1,557 円

市たばこ税
  5,773 円

市民１人あたり
  に使われたお金

322,260 円

民生費
75,709 円

土木費
66,696 円

教育費
43,322 円

公債費
40,018 円

総務費
33,130 円

衛生費
32,509 円

消防費
12,292 円

農林商工費
11,857 円

議会費
  4,791 円

その他
  1,936 円

※市民 1人あたりの金額
　その年度の　　平成 19年４月 1日

　 総合計　　　　現在人口　35,863 人

自主財源
　市税、使用料など、市が自ら収納、徴収できる財源のこと。
　安定した行政運営には、歳入総額に対する割合が大きいほど望ましい。
依存財源
　自主財源に対して、地方交付税や国庫支出金など国や県の基準により
　交付されたり割り当てられたりする収入のこと。

市の財政を
　見てみよう
市の財政を
　見てみよう
市の財政を
　見てみよう

 平成 19 年第 3 回葛城市議会定例会において、平成 18 年度の

一般会計と 9 つの特別会計及び水道事業会計の決算が報告され、

認定されました。

用語の説明

お問い合わせ 総務財政課

平成 17 年度決算平成 18 年度決算項 目 別  
一般会計歳入
  市税
  地方交付税
   自主財源
   依存財源
一般会計歳出
  民生費
  土木費

132 億 1334 万 1 千円
42 億 9469 万 1 千円
29 億 9960 万 9 千円

43.2％
56.8％

129 億 8653 万 2 千円
27 億 6046 万 5 千円
30 億 4383 万 7 千円

117 億 4240 万 2 千円
43 億 1742 万 7 千円
28 億 3013 万 2 千円

48.2％
51.8％

115 億 5721 万 8 千円
27 億 1515 万 9 千円
23 億 9192 万 1 千円
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平成18年度　特別会計及び水道事業会計決算額

3,053,256

2,569,027

1,618,925

3,968

2,271,213

283,361

6,355

14,454

13,371

国  民  健  康  保  険  特  別  会  計

老 人 保 健 特 別 会 計

介護保険特別会計（保険事業勘定）

介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）

下 水 道 事 業 特 別 会 計

学 校 給 食 特 別 会 計

住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 金 特 別 会 計

霊 苑 事 業 特 別 会 計

葛城市・広陵町介護認定審査会特別会計

3,028,610

2,594,584

1,551,273

3,968

2,270146

279,782

5,299

6,341

13,371

24,646

▲25,557

67,652

0

1,067

3,579

1,056

8,113

0

757,911

169,521

収 益 的 収 支

資 本 的 収 支
水道事業会計

666,375

229,327

91,536

▲59,806

（単位：千円）

今後も、「集中改革プラン」に基づき、行政改革を積極的に進め、簡素で効率的な行政運営に努めます。
そして、「総合計画」に沿ったまちづくりを進め、「悠久のロマンと次代の英知が織りなす爽快都市シティー
〜葛城〜」の実現を目指します。

主な財政指標（普通会計）

0.66

92.4

11.4

14.7

0.43

97.9

13.5

16.9

0.62

90.9

11.4

14.1

0.42

96.2

13.2

16.2

0.52

90.2

11.4

14.8

財政力指数（3カ年平均）

経常収支比率

起債制限比率（3カ年平均）

実質公債費比率（3カ年平均）

財　政　指　標
平成18年度

葛城市 奈良県平均 奈良県平均葛城市 全国平均

平成17年度

　普通会計の決算額に基づいた主な財政指標は次のとおりです。
　普通会計とは他の地方公共団体と比較するために用いる会計区分のことです。
　葛城市では、一般会計と3つの特別会計（学校給食・住宅新築資金等貸付金・霊苑事業特別会計）が普通会計に含まれます。

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

財政力指数
　地方公共団体の財政力を示す指数で、基準財政収入額を基準財政需要額で除して得た数値の過去３年間の平均値。
この指数が高いほど、財源に余裕があると言えます。この指数が１を超えると普通交付税の不交付団体となります。
経常収支比率
　財政構造の弾力性を判断するための指標で、人件費や扶助費、公債費など経常的な経費に市税などの経常的な収入が
どれだけ使われているかを表します。この比率が高くなるほど、財政構造の硬直化が進んでいると考えられます。
起債制限比率
　公債費による財政負担の度合いを判断するための指標で、地方債の元利償還金（普通会計債に限ります）が市税や
地方交付税など標準的な収入の規模に占める割合を示しています。
実質公債費比率
　公債費による財政負担の度合いを判断するための指標で、地方債の元利償還金に加えて、下水道など公営企業債の返済
に充てた繰出金や葛城清掃事務組合債の元利負担金も債務としています。そのため、市が実質的に負担している公債費の
割合を表しています。この比率が18%以上になると、地方債の発行の際に知事の許可が必要となってきます。

　葛城市は4つの指標すべてにおいて、県平均に比べ良好な数値ですが、全国的に見れば平均よりやや下回る状況です。

　※奈良県平均及び全国平均について、財政力指数は単純平均、その他の指標は加重平均です。

一
般
会
計
歳
入

　

歳
入
で
は
、
市
税
が
最
も
多
く
、
市
税
を
中
心
と

し
た
自
主
財
源
が
歳
入
全
体
の
約
48
％
（
市
税
は
約

37
％
）、
地
方
交
付
税
を
は
じ
め
と
す
る
依
存
財
源
が

約
52
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
依
存
財
源
の
う
ち
地
方
交
付
税
、
地
方
譲

与
税
、
国
庫
補
助
負
担
金
等
は
「
三
位
一
体
の
改
革
」

の
影
響
な
ど
に
よ
り
、
年
々
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
葛

城
市
に
お
い
て
も
、
市
の
貯
金
で
あ
る
基
金
を
取
り
崩

す
な
ど
、
財
政
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
他
市
町
村
と
同

じ
く
厳
し
い
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
市
税
や
各
種
使
用
料
等
の
自
主
財
源
を

確
保
す
る
こ
と
が
さ
ら
に
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
市

で
は
収
納
課
を
新
設
し
、
強
制
徴
収
や
幹
部
職
員
に
よ

る
特
別
滞
納
整
理
な
ど
徴
収
体
制
の
強
化
を
図
る
等
歳

入
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
歳
出

　

歳
出
で
は
、
保
育
所
運
営
や
児
童
手
当
な
ど
子
育
て

支
援
を
中
心
と
し
た
児
童
福
祉
に
約
9
億
7
千
万
円
支

出
し
た
の
を
は
じ
め
、
障
害
者
福
祉
な
ど
の
社
会
福
祉

に
約
8
億
2
千
万
円
、
高
齢
者
福
祉
に
約
6
億
5
千
万

円
な
ど
民
生
費
に
最
も
多
く
支
出
し
ま
し
た
。

　

土
木
費
で
は
、
地
域
基
盤
の
整
備
と
し
て
疋
田
本

線
（
約
1
億
5
千
万
円
）
等
の
市
内
幹
線
道
路
の
整
備
、

街
路
事
業
の
新
庄
駅
前
通
り
線
（
約
2
億
4
千
万
円
）

整
備
の
ほ
か
、
市
道
の
維
持
管
理
、
新
設
改
良
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
の
避
難
場
所
に
も
な
る
学
校
施
設
の

耐
震
補
強
工
事
を
順
次
進
め
て
お
り
、
18
年
度
は
新
庄

北
小
学
校
屋
内
運
動
場
（
約
4
千
万
円
）
と
白
鳳
中
学

校
北
館
棟
（
第
1
期
）（
約
1
億
円
）
の
工
事
を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
は
じ
め
、
公
共
バ
ス
運
行
事
業
（
約

1
千
万
円
）、「
き
ら
り
葛
城
21
」
を
基
に
し
た
健
康
づ

く
り
事
業
（
約
1
千
8
百
万
円
）、
両
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
改
修
事
業
（
約
1
億
1
千
万
円
）、
消
防
団
の
消

防
ポ
ン
プ
車
更
新
（
約
1
千
2
百
万
円
）、
農
業
農
村

整
備
事
業
（
約
1
億
5
千
万
円
）
な
ど
、
施
政
方
針
に

基
づ
き
各
種
の
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

特
別
会
計

　

特
別
会
計
と
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
な
ど
特
定
の

事
業
を
行
う
た
め
一
般
会
計
と
区
分
し
て
経
理
し
て
い

る
会
計
の
こ
と
で
、
葛
城
市
の
特
別
会
計
の
決
算
額
は

次
の
表
の
と
お
り
で
す
。
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9
月
19
日
、
食
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
お
う
と
、か
つ
ら
ぎ
食
育
研
究
会
（
今

村
知
子
会
長
）
の
主
催
に
よ
り
市
内
の

私
立
保
育
園
（
浄
正
院
・
は
じ
か
み
保

育
園
）
の
園
児
を
招
い
て
、
生
野
典
夫

氏
（
西
室
）
の
畑
に
て
さ
つ
ま
い
も
掘

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
、
土
の
中
か
ら
顔
を
出

す
大
小
様
々
の
い
も
に
歓
声
を
上
げ
な

が
ら
、
さ
つ
ま
い
も
が
い
た
ま
な
い
よ

う
に
、
し
ゃ
も
じ
を
使
っ
て
掘
り
出
し

ま
し
た
。

　

い
も
掘
り
後
に
は
、
生
野
氏
や
か
つ

ら
ぎ
食
育
研
究
会
の
み
な
さ
ん
が
用
意

し
て
く
れ
た
ほ
か
ほ
か
の
ふ
か
し
い
も

を
頬
張
り
な
が
ら
、
秋
の
味
覚
を
堪
能

し
ま
し
た
。

さ
つ
ま
い
も
掘
り
体
験

　

元
新
庄
町
議
会
議
員
と
し
て
、
長
年

に
わ
た
り
農
業
経
済
基
盤
の
向
上
や
教

育
振
興
等
、
旧
新
庄
町
の
地
方
自
治
伸

展
に
貢
献
し
た
こ
と
に
対
し
、
福
井
逸

郎
氏
（
疋
田
）
が
、
旭
日
単
光
章
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。　

　

こ
こ
に
こ
の
功
績
を
讃
え
心
よ
り
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後

益
々
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。 福

井
逸
郎
氏
に

旭き
ょ
く
じ
つ
た
ん
こ
う
し
ょ
う

日
単
光
章

　

足
髙
俊
子
さ
ん(

中
戸
）
が
、
9
月

19
日
に
1
0
0
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

ら
れ
、　

川
市
長
が
お
祝
い
に
訪
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
お
祝
い
の
花
束
を
前
に
、

ご
家
族
よ
り
温
か
い
祝
福
を
受
け
ら

れ
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
後
と
も
益
々
お
元
気
で
、
長
寿
を

重
ね
て
く
だ
さ
い
。

祝 

1
0
0
歳

　

10
月
1
日
、
新
庄
文
化
会
館
マ
ル
ベ

リ
ー
ホ
ー
ル
で
葛
城
市
主
催
の
戦
没
者

追
悼
式
が
、
し
め
や
か
に
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
式
に
は
、
か
つ
て
の
戦
争
で
亡

く
な
ら
れ
た
方
の
遺
族
や
関
係
者
、
来

賓
な
ど
約
3
5
0
名
の
参
列
の
下
、

全
員
で
ご
英
霊
に
対
し
、
黙
祷
と
献
花

を
捧
げ
ま
し
た
。

　

祖
国
の
尊
い
い
し
ず
え
と
な
ら
れ
た

戦
没
者
の
方
々
に
対
し
、
謹
ん
で
哀
悼

の
意
を
表
し
ま
す
。

戦
没
者
追
悼
式
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秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
の
一
環
と
し

て
、
葛
城
市
交
通
対
策
協
議
会
・
葛
城
市

交
通
安
全
母
の
会
主
催
に
よ
る
、
交
通
安

全
ポ
ス
タ
ー
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
各
保
育
所
（
園
）、
幼
稚
園
、
小
・

中
学
校
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
募
集
が
行
わ

れ
、
総
数
5
0
3
点
の
中
か
ら
優
秀
作

品
9
点
に
つ
い
て
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
展

　

10
月
4
日
、
交
通
安
全
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
き
、

交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
葛

城
市
中
央
公
民
館
小
ホ
ー
ル
に
お
き
ま
し
て
、
葛
城

市
・
葛
城
市
交
通
対
策
協
議
会
主
催
の
葛
城
市
高
齢

者
交
通
安
全
推
進
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　

葛
城
市
寿
連
合
会
松
浦
会
長
か
ら
高
田
警
察
署
山

口
署
長
に
対
し
、
交
通
安
全
宣
言
が
さ
れ
た
後
、
高

田
警
察
署
交
通
第
一
課
長
に
よ
り
「
高
齢
者
の
交
通

安
全
」
と
題
し
て
、
講
演
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
、
華
表
保
育
園
児
の
か
わ

い
い
演
技
や
桂
福
車
さ
ん
の
落
語
に
笑
い
声
や
拍
手

な
ど
で
、
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
に
つ
つ
ま
れ
て
い
ま

し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
み
な
さ
ん
は
、
こ
の
大
会
を
機
に
交

通
事
故
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
決
意
を
新

た
に
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

 

葛
城
市
高
齢
者
交
通
安
全
推
進
大
会

 

防
犯
教
室

★
金
賞 (

葛
城
市
交
通
対
策
協
議
会
会
長
賞)

　
　

新
庄
中
学
校　
　

2
年　
　

吉
村　
　

瞳

　
　

新
庄
北
小
学
校　

5
年　
　

岩
田　

知
也

　
　

磐
城
第
１
保
育
所　

す
ず
ら
ん　

安
川　

翔
貴

★
銀
賞
（
葛
城
市
交
通
安
全
母
の
会
会
長
賞
）

　
　

新
庄
中
学
校　
　

3
年　
　

小
川　

彩
華

　
　

忍
海
小
学
校　
　

5
年　
　

南　
　

千
春

　
　

浄
正
院
保
育
園　

ふ
じ
2　

中
埜　

翔
子

★
特
別
賞
（
高
田
警
察
署
長
賞
）

　
　

新
庄
中
学
校　
　

2
年　
　

石
田　
　

睦

　
　

新
庄
北
小
学
校　

6
年　
　

浅
香　
　

慶

　
　

浄
正
院
保
育
園　

ふ
じ
1　

東
谷　

咲
蘭  

　

10
月
2
日
か
ら
4
日
に
か
け
て
、
葛

城
市
立
保
育
所
の
3
所
で
、
高
田
警
察

署
と
中
南
和
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
方

に
よ
る
防
犯
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
子
ど
も
た
ち
が
犯
罪
被
害

に
遭
わ
な
い
た
め
に
何
に
気
を
つ
け
る

の
か
を
、
人
形
劇
や
腹
話
術
を
使
っ
て

楽
し
く
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

普
段
の
生
活
で
も
こ
の
教
室
で
教
え

て
も
ら
っ
た
「
い
か
の
お
す
し
一
人
前

（
い
か
な
い
・
の
ら
な
い
・
お
お
ご
え

を
だ
す
・
す
ぐ
に
げ
る
・
し
ら
せ
る
・

一
人
で
あ
そ
ば
な
い
・
で
か
け
る
前
に
、

お
う
ち
の
ひ
と
に「
だ
れ
と
」「
ど
こ
へ
」

い
く
の
か
を
い
う
）」
を
思
い
出
し
て
、

犯
罪
に
気
を
つ
け
て
ね
。

各
受
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）
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◎
詳
し
く
は
、

市
民
課
保
険
年
金
係
ま
で

　

お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ
た
費
用

で
、
1
ヵ
月
の
医
療
費
が
自
己
負

担
限
度
額
を
超
え
た
と
き
は
、
そ

の
差
額
に
つ
い
て
高
額
療
養
費
の

支
給
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

70
歳
未
満
の
方
の
自
己
負
担
額

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
た
、
同
じ
世
帯
内
に
国
保
に

加
入
し
て
い
る
70
歳
以
上
の
方
が

い
る
場
合
は
、
そ
の
医
療
費
は
全

部
合
算
で
き
ま
す
。

（
た
だ
し
、
老
人
保
健
で
医
療
を

受
け
る
方
を
除
く
） 国

民
健
康
保
険
の
高
額
療
養
費
に
つ
い
て

～
70
歳
未
満
の
方
へ
～

区　分 1 カ月の負担限度額 4 回目以降の限度額

上位所得者
150,000 円＋

（総医療費－ 500,000 円）× 1％
83,400 円

一　　般
80,100 円＋

（総医療費－ 267,000 円）× 1％
44,400 円

住民税非課税世帯 35,400 円 24,600 円

※
上
位
所
得
者
と
は
、
基
礎

控
除
後
の
総
所
得
金
額
等
が

6
0
0
万
円
を
超
え
る
世
帯
の

人
で
す
。

（
所
得
の
申
告
が
な
い
場
合
は
、

上
位
所
得
者
と
み
な
さ
れ
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

自
己
負
担
額
の
計
算
は
・
・
・

：

月
の
1
日
か
ら
末
日
ま
で
の
、

　

月
ご
と
の
医
療
費
に
つ
い
て
計

　

算
し
ま
す
。

：

2
つ
以
上
の
病
院
や
診
療
所
に

　

か
か
っ
た
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ

　

別
計
算
と
な
り
ま
す
。

：

差
額
ベ
ッ
ド
代
な
ど
、
保
険
診

　

療
の
対
象
と
な
ら
な
い
も
の
は

　

除
き
ま
す
。

：

同
じ
病
院
、
診
療
所
で
も
複
数

　

の
診
療
科
が
あ
る
場
合
は
、
そ

　

れ
ぞ
れ
別
計
算
と
な
り
ま
す
。

：

同
じ
病
院
、
診
療
所
で
も
、
入

　

院
と
外
来
は
別
計
算
と
な
り
ま

　

す
。

：

入
院
時
の
食
事
代
の
標
準
負
担

　

額
は
除
き
ま
す
。

Ⅰ
同
じ
世
帯
で
、
1
カ
月
に
各
医
療

　

機
関
（

外
来
含
む
）

に
2
1
、
0
0
0

　

円
以
上
支
払
っ
た
場
合
が
2
回

　

以
上
あ
り
、
そ
れ
ら
の
合
計
額
が

　

自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
場
合

　

は
、
高
額
療
養
費
の
対
象
と
な
り

　

ま
す
。

Ⅱ
同
じ
世
帯
で
、
過
去
12
カ
月
内

　

に
、
4
回
以
上
の
高
額
療
養
費

　

の
支
給
を
受
け
た
場
合
、
4
回

　

目
か
ら
は
4
回
目
以
降
の
自
己

　

負
担
限
度
額
を
超
え
た
額
が
支

　

給
さ
れ
ま
す
。

Ⅲ
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
血

　

友
病
や
人
工
透
析
が
必
要
な
慢

　

性
腎
不
全
、
血
液
凝
固
因
子
製

　

剤
の
投
与
に
起
因
す
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ

　

感
染
症
の
治
療
を
受
け
た
場
合

　

に
つ
い
て
は
、
自
己
負
担
額

　

は
1
カ
月
1
万
円
ま
で
と
な
り

　

ま
す
。

　
（
適
用
を
受
け
る
に
は
、
国
民

　

健
康
保
険
特
定
疾
病
療
養
受
療

　

証
の
交
付
申
請
が
必
要
に
な
り

　

ま
す
）

申
請
に
必
要
な
も
の
は
・
・
・

　

・
保
険
証

　

・
領
収
証

　

・
通
帳
（
郵
便
局
以
外
）

　

・
認
め
印
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社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書が送付されます

～ 年末調整や確定申告で添付等が
義務付けられています ～

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
税
の
申

告
を
す
る
時
、
納
め
た
保
険
料
の

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
の
申
告

に
つ
い
て
、
平
成
17
年
3
月
に
所

得
税
法
が
改
正
さ
れ
、
平
成
19
年

中
に
納
め
た
保
険
料
に
つ
い
て
社

会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
行

う
際
に
、
保
険
料
を
支
払
っ
た
こ

と
を
証
明
す
る
書
類
（
領
収
証
書

等
）
の
添
付
等
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
さ
れ
た
方
に
は
、
社
会
保

険
庁
か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が

送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
年
末
調
整

や
確
定
申
告
を
行
う
時
ま
で
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

送　付　時　期

平 成 19 年 1 月 1 日 か ら 10
月 1 日の間に保険料を納付さ
れた方

平成 19 年 11 月上旬

平成 19 年 11 月上旬の送付対
象とならなかった方で、10 月
2 日から 12 月 31 日までの間
に初めて納付された方

平成 20 年 2 月上旬

手
続
き
や
ご
不
明
な
点
等
が
あ
れ
ば
、

　

大
和
高
田
社
会
保
険
事
務
所

 

☎
（
22
）
3
5
3
1

ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

生
ご
み
の
減
量
化
は
、

生
ご
み
処
理
機
で
!!

　

一
般
ご
み
の
年
間
排
出
量
の
約

3
割
以
上
を
生
ご
み
が
占
め
て
い

る
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
生
ご
み

減
量
化
に
対
し
て
、
家
庭
用
電
気

生
ご
み
処
理
機
な
ど
を
用
い
た
一

般
家
庭
で
の
取
り
組
み
な
ど
が
、

大
変
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
処
理
機
を
利
用
す
る
こ

と
で
生
ご
み
の
排
出
削
減
に
つ
な

が
り
、
処
理
さ
れ
た
生
ご
み
は
堆

肥
と
し
て
田
畑
な
ど
に
有
効
利
用

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
葛
城
市
で
は
家
庭
用

生
ご
み
処
理
機
の
購
入
に
、
助
成

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

交
付
対
象
者

○
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
方

○
購
入
し
た
処
理
機
を
設
置

　

し
、
適
正
に
維
持
管
理
が

　

で
き
る
方

○
処
理
機
に
よ
り
堆
肥
化
さ

　

れ
た
も
の
を
、
適
正
に
管

　

理
す
る
こ
と
が
で
き
る
方

補
助
金
の
額

○
購
入
価
格(

消
費
税
込
み)

　

の
1
／
2
に
相
当
す
る
額

　

た
だ
し
限
度
額
は

	

　

3
0
、
0
0
0
円 

　

補
助
金
の
申
請
に
は
、
申

請
書
に
領
収
書
を
添
え
て
市

役
所
の
環
境
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
は
、
環
境
課
の
窓

口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
環
境
課
ま
で

ごみの出し方について
　市指定のコンテナで
 　出されていますか？

　カン・ビンや不燃ごみは処
理がスムーズに行えるようコ
ンテナでの収集を行っていま
すが、最近ビニール袋に入れ
て出される方が見受けられま
す。
　これらのごみは、必ず市指定
のコンテナに直接入れて出して
ください。
　決められた出し方が守られな
いごみは、収集しませんので、
ご協力お願いします。

（クリーンセンター）

 

民
間
建
築
物
吹
付
け
ア
ス

ベ
ス
ト
な
ど
の
分
析
調
査

に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

　

ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
被
害
の
未
然

防
止
を
目
的
と
し
て
、
多
数
の
人
が
利

用
す
る
既
存
の
民
間
建
築
物
の
吹
付

け
ア
ス
ベ
ス
ト
な
ど
の
分
析
調
査
に

対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

▼
補
助
対
象
建
築
物

‥

市
内
で
多
数

の
人
が
利
用
す
る
民
間
の
建
築
物

（
店
舗
診
療
所
事
務
所
な
ど
）
の
共

同
で
利
用
す
る
部
分

※ 

個
人
の
住
宅
な
ど
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

▼
補
助
対
象
者

‥

市
内
で
補
助
対
象

建
築
物
を
所
有
し
て
い
る
人
（
共
有

建
築
物
の
場
合
は
、
共
有
者
全
員
の

合
意
に
よ
る
代
表
者
）

▼
補
助
対
象
ア
ス
ベ
ス
ト

‥

ひ
る
石　

パ
ー
ラ
イ
ト
な
ど
を
除
く

ア
ス
ベ
ス
ト
お
よ
び
ア
ス
ベ
ス
ト
含

有
建
材
（
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
な
ど
）

▼
補
助
対
象
経
費

‥

1
カ
所
9
0
、
0
0
0
円
を
限
度

額
と
し
、
ア
ス
ベ
ス
ト
分
析
調
査
に

要
し
た
必
要
経
費

▼
補
助
金
額

‥

必
要
経
費
の
2
／
3

◎
詳
し
く
は
、
環
境
課
ま
で
。
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葛
城
市
で
は
、
誰
も
が
い
つ
ま

で
も
、
い
き
い
き
と
元
気
に
生
活

で
き
る
よ
う
に
、
高
齢
者
の
運
動

能
力
の
維
持
・
向
上
を
目
的
と
し

て
「
誰
で
も
で
き
る
水
中
運
動
教

室
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
教
室
で
は
65
歳
以
上
の
方

を
対
象
に
、
ゆ
う
あ
い
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
温
水
プ
ー
ル
で
、
週

1
回
3
カ
月
間
を
1
ク
ー
ル
と
し

て
、
音
楽
に
合
わ
せ
た
水
中
体
操

や
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
、

定
期
的
に
体
力
測
定
や
そ
の
評
価

を
行
い
ま
す
。

水
中
運
動
は

①
浮
力
が
あ
る
た
め
、
関
節
に
負

担
を
か
け
る
こ
と
な
く
運
動
が
で

き
る
。

②
水
の
抵
抗
を
受
け
る
た
め
全
身

の
筋
力
を
鍛
え
、
ま
た
水
圧
に

よ
っ
て
心
臓
や
血
管
な
ど
循
環
器

●
●
●
こ
ん
に
ち
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
●
●
●

　

い
つ
ま
で
も
健
や
か
に
住
み
な
れ
た
地
域
で
自
立
し
た

生
活
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
の
が
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
役
割
で
す
。

系
の
機
能
が
向
上
し
、
持
久
力
が

増
強
す
る
。

③
水
の
心
地
よ
い
感
触
が
心
身
の

緊
張
を
ほ
ぐ
し
、
全
身
を
リ
ラ
ッ

ク
ス
さ
せ
る
。

④
水
温
と
体
温
の
違
い
は
、
肌
を

適
度
に
刺
激
す
る
の
で
、
皮
膚
に

抵
抗
力
が
つ
い
て
代
謝
が
よ
く
な

り
風
邪
を
ひ
き
に
く
く
す
る
。

な
ど
の
利
点
や
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
運
動
能
力
の
低
下
の

原
因
と
し
て
、

1 .

筋
力
の
低
下

2 .

柔
軟
性
の
低
下

3 .

持
久
力
の
低
下

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、
今
回

3
カ
月
間
で
12
回
の
教
室
に
参
加

さ
れ
た
方
の
体
力
測
定
を
行
っ
た

結
果
、
実
施
前
と
比
較
す
る
と
、

平
均
値
で
は
こ
れ
ら
の
全
て
の
項

目
に
お
い
て
体
力
の
向
上
が
み
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
「
体
が
軽
く
な
っ
た
」「
足
が

し
っ
か
り
し
て
き
た
」「
関
節
痛

が
少
し
よ
く
な
っ
た
」
と
い
う
感

想
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
効
果
は
運
動
を
継
続

し
な
け
れ
ば
持
続
し
ま
せ
ん
の
で
、

教
室
終
了
後
も
各
自
で
運
動
を
続

け
て
頂
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

現
在
、
第
2
期
の
教
室
を
実
施

中
で
、
来
年
1
月
か
ら
は
第
3
期
の

教
室
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

 　
♦
入
所
資
格

　

市
内
小
学
校
1
〜
4
年
生
の
児

童
及
び
幼
稚
園
児
（
但
し
、
磐
城
・

當
麻
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
年
中
・

年
長
児
に
限
る
。）
で
、
昼
間
常

に
保
護
者
（
両
親
ま
た
は
こ
れ
に

代
わ
る
方
）
が
労
働
な
ど
に
よ
り

家
に
い
な
い
た
め
、
保
育
で
き
な

い
家
庭
の
児
童
で
す
。

♦
入
所
期
間

　

平
成
20
年
4
月
1
日
〜

 

平
成
21
年
3
月
31
日

　

日
曜
・
祝
日
・
年
末
年
始
（
12

月
28
日
〜
1
月
4
日
）
及
び
、
そ

の
他
市
が
定
め
る
日
は
休
日
で
す
。

♦
開
設
時
間

　

放
課
後
〜
午
後
6
時

　

学
校
休
業
日
（
日
曜
・
祝
日
を

除
く
）
は
、
午
前
9
時
〜
午
後
6

時
平
成
20
年
度

  

学
童
保
育
所
入
所
者
募
集

♦
受
付
期
間

　

11
月
26
日
（
月
）
〜 

30
日
（
金
）

♦
申
込
方
法

　

児
童
福
祉
課
備
え
付
け
の
申

込
用
紙
に
、
必
要
事
項
を
記
入

し
、
左
記
ま
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

 

新
庄
地
区

：

児
童
福
祉
課

 

當
麻
地
区

：

磐
城
・
當
麻
校
区

　
　
　
　
　
　

児
童
館
ま
た
は
、

児
童
福
祉
課

♦
そ
の
他

　

今
年
度
に
入
所
し
て
い
る
児

童
で
、
来
年
度
も
引
き
続
き
入

所
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
改
め

て
入
所
申
請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

 
 

◎
詳
し
く
は
、
児
童
福
祉
課
ま
で

　

学
童
保
育
所
の
入
所
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
高
齢
福
祉
課
ま
で
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　 【
展
示
会
】

 

第
8
回
特
別
展

  

『 

す
も
う　

ー 

天
あ
め
の
し
た下
の
力

ち
か
ら
び
と士 

ー
』

▼
会　

期

‥

開
催
中
〜
11
月
25
日
（
日
）

▼
会　

場

‥

歴
史
博
物
館
特
別
展
示
室

▼
入
館
料

‥

通
常
の
入
館
料
で

 
 

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

【
講
演
会
】

  

『
特
別
展
記
念
講
演
会
』（
第
2
回
）

　
「
當
麻
に
は
じ
ま
る『
す
も
う
』の
世
界
」

▼
日
時

‥

11
月
17
日
（

土
）

午
前
10
時
か
ら

　

※　

通
常
と
時
間
帯
が
異
な
り
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
講
師

‥

水
野
正
好 

氏
（
奈
良
大
学
名
誉
教
授
）

▼
会
場

‥

歴
史
博
物
館
2
階

「
あ
か
ね
ホ
ー
ル
」

▼
定
員

‥

2
0
0
名
程
度

▼
申
込

‥

電
話
ま
た
は
、直

接
窓
口
に
て
受
付

◎
詳
し
く
は
、
歴
史
博
物
館

☎
（
64
）
1
4
1
4
ま
で
。

歴
史
博
物
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

生
涯
学
習
課
で
は
、
日
ご
ろ
作
品
展
示
の

機
会
の
少
な
い
市
内
在
住
在
勤
の
個
人
や

グ
ル
ー
プ
の
方
を
対
象
に
、
絵
画
・
陶
芸
・

ク
ラ
フ
ト
な
ど
の
合
同
展
示
会
を
計
画
し

て
お
り
ま
す
。

　

期　

間

：

12
月
1
日
（
土
）
〜 

2
日
（
日
）

　

場　

所

：

新
庄
文
化
会
館　

展
示
室

要
領
等
の
資
料
は
生
涯
学
習
課
に
あ
り
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
ま
で

　
『
き
こ
え
る
よ
、

	
			

耳
を
す
ま
せ
ば
心
の
さ
け
び
」

（
児
童
福
祉
課
）

11
月
は
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
で
す

　

近
年
、
児
童
虐
待
の
相
談
件
数
が
増
加

し
、
虐
待
に
よ
る
児
童
の
死
亡
事
例
が
依
然

と
し
て
発
生
し
続
け
て
い
ま
す
。
児
童
虐
待

の
発
生
予
防
か
ら
早
期
発
見
・
早
期
対
応
が

重
要
な
課
題
で
す
。

　

虐
待
を
発
見
し
た
り
、
虐
待
を
疑
っ
た
時

は
、
市
役
所
児
童
福
祉
課
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

當
麻
ま
る
ご
と
体
験
ウ
ォ
ー
ク
・

	
	

　

参
加
者
募
集

さ
わ
や
か
な
秋
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
、
野
菜

収
穫
体
験
と
加
工
体
験
を
満
喫
し
ま
せ
ん

か
？

▼
日　

時

‥
11
月
11
日
（
日
）

▼
申
込
方
法

‥

　

①
希
望
の
体
験
加
工
（
う
ど
ん
・
そ
ば
・

こ
ん
に
ゃ
く
、
の
中
か
ら
１
つ
）

　

②
住
所　

③
参
加
者
全
員
の
お
名
前

　

④
年
齢　

⑤
電
話
番
号

　

を
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く

　

だ
さ
い
。

　

〒
6
3
9-

0
2
7
2

　
　

葛
城
市
新
在
家
4
0
2
ー
1

　
　
　

農
事
組
合
法
人　

當
麻
の
家

 

☎
（
48
）
7
0
0
0

 

FAX
（
48
）
2
6
1
1

　

費　

用

：

大
人
1
、
5
0
0
円

◎
詳
し
く
は
、
農
林
商
工
課
ま
で

作
品
合
同
展
示
会
開
催
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す
べ
て
の
青
少
年
の

健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て

11
月
は
全
国
青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間

　

11
月
は
「
全
国
青
少
年
健
全
育
成
強
調
月

間
」
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
青
少
年
の
健
全

育
成
に
つ
い
て
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
問

題
と
し
て
と
ら
え
、
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

青
少
年
が
今
を
充
実
し
て
生
き
る
と
と

も
に
、
社
会
的
に
自
立
し
た
個
人
と
し
て
成

長
し
、
幅
広
く
活
躍
で
き
る
よ
う
に
支
援
す

る
取
り
組
み
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

　

・
青
少
年
の
育
成
は
、
大
人
一
人
ひ
と
り

　
　

の
責
務

　

・
地
域
で
一
体
と
な
っ
て
青
少
年
の
育
成
を

　

・
家
庭
の
あ
り
方
を
振
り
返
ろ
う

　

・
青
少
年
の
多
様
な
社
会
参
加
を
支
え
よ
う

 

葛
城
市
教
委
員
会

 

葛
城
市
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会

参
加
チ
ー
ム
募
集
中
!!

葛
城
市
民
綱
引
大
会

【
日　
　

時
】
11
月
18
日
（
日
）

 

〔
集
合
・
計
量
〕
午
前
9
時

 

〔
開
会
式
〕
午
前
9
時
30
分

【
場　
　

所
】
葛
城
市
民
体
育
館

【
主
な
規
定
】

①
男
子
・
女
子
・
男
女
混
合
の
部
・
小
学
生

　

の
部
（
4
年
生
以
上
）
で
行
う
。（
混
合

　

の
部
と
男
子
・
女
子
の
部
を
兼
ね
る
こ
と

　

は
で
き
な
い
。）

②
1
チ
ー
ム
選
手
8
名
（
混
合
の
部
は
男
子

　

4
名
・
女
子
4
名
）、
交
替
要
員
2
名
、

　

監
督
・
コ
ー
チ
各
1
名
の
計
12
名
以
内
。

③
男
子
は
選
手
8
名
体
重
合
計
6
0
0
kg

　
以
下
と
す
る
。
男
女
混
合
の
部
、
女
子
お

　

よ
び
小
学
生
の
部
に
つ
い
て
、
計
量
は
行

　

わ
な
い
。

【
参
加
対
象
】
市
内
在
住
在
勤
者

【
部　
　

門
】

　

○
男
子
・
女
子
の
部

　

○
男
女
混
合
の
部

　

○
小
学
生
の
部

【
申
込
方
法
】
11
月
9
日
（
金
）
ま
で
に
、

　

當
麻
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
葛
城

　

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
備
付
け

　

の
所
定
参
加
申
込
書
に
て
申
し
込
ん
で

　

く
だ
さ
い
。

【
抽
選
会
】
11
月
15
日
（
木
）
午
後
8
時
か

　

ら
當
麻
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

　

行
い
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
當
麻
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

 

☎
（
48
）
6
6
0
0

　

ま
た
は
、葛
城
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

 

☎
（
69
）
6
9
6
1
ま
で

第
2
回
葛
城
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

 
 

　
　

親
善
競
技
大
会

（
敬
称
略
）

■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部

（
10
月
8
日
・
磐
城
小
学
校
体
育
館
）

　

優　

勝

：

葛
城
ジ
ュ
ニ
ア

　

準
優
勝

：

磐
城
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　

第
3
位

：

當
麻
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

■
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
部

（
10
月
14
日
・
當
麻
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）

●
シ
ン
グ
ル
ス

　

優　

勝

：

岡　
　

鈴
香
（
加
守
）

　

準
優
勝

：

中
川　

奈
美
（
當
麻
）

　

第
3
位

：

桝
井　

友
加
里
（
加
守
）

●
ダ
ブ
ル
ス

　

優　

勝

：

田
中　

楓　
（
八
川
）

　
　
　
　
　

桝
井　

友
加
里
（
加
守
）

　

準
優
勝

：

川
本　

麻
衣
（
加
守
）

　
　
　
　
　

中
川　

奈
美
（
當
麻
）

　

第
3
位

：

塚
原　

菜
緒
（
當
麻
）

　
　
　
　
　

岡　
　

鈴
香
（
加
守
）

■
サ
ッ
カ
ー
の
部

（
10
月
8
日
・
新
庄
第
1
健
民
運
動
場
）

　

優　

勝

：

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

新
庄
サ
ッ
カ
ー
部

　

準
優
勝

：

葛
城
當
麻
F
C

■
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
部

（
10
月
8
日
・
當
麻
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）

●
男
子
の
部

　

優　

勝

：

當
麻
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

　

準
優
勝

：

新
庄
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

●
女
子
の
部

　

優　

勝

：

當
麻
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

　

準
優
勝

：

新
庄
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

（
体
育
振
興
課
）



1�広報「 」平成 19 年 11 月号

「第 3回健康ふれあいまつり」開催！

　10 月 8 日体育の日に、新庄健康福祉センターにおきまして、

「第 3 回　葛城市健康ふれあいまつり」が開催されました。

　今年で 3 回目の開催となり、恒例となった「健康ふれあい

ウォーキング」を心待ちにしていた方も大勢いらっしゃいまし

たが、当日はあいにくの雨となり、残念ながらウォーキングは

中止となりました。

　しかし悪天候にもかかわらず、センターには 898 人の方が

来所され、会場内の健康に関する様々な催し物に参加されまし

た。

　健康測定コーナーにおいては「骨密度測定」「血流チェッカー」

「食生活チェック」が行われ、それぞれ好評を博しました。また、

葛城保健所協力の「食育・メタボの展示コーナー」では、身長・

体重・腹囲（おへそ周り）を測定し、昨今よく耳にする「メタ

ボリックシンドローム」に該当するかどうか、どうすればメタ

ボにならないか、メタボから脱却するにはどうすれば良いか等

の話を行いました。コーナー内には、1kg の脂肪の塊が展示

され、実際に手にとってみて、自身の体にある脂肪を目の当た

りし、びっくりされる方や、神妙な顔つきで考え込む方、様々

な反応がありました。

　さらには、健康づくり推進員協議会、ボランティアふたば会

による食体験コーナー、寿連合会、他にも多数の団体の協力の

下での創意工夫を凝らした展示コーナーもそれぞれ盛況でし

た。

　今年の健康メニュー（試食）は、「きらり 21 カレー」でした。

「きらり 21 カレー」には、大根を中心に一日に必要な野菜の

摂取量の約半分が使われており、塩分も控え目、低脂肪、低カ

ロリーになっています。「野菜を手軽にたくさん食べられる」と、

試食された方にはよろこんでいただきました。

☆健康相談
　●日時：11 月 8 日（木）・30 日（金）

　●受付：午前 10 時〜午前 11 時

　●場所：新庄健康福祉センター

　●内容：血圧測定・尿検査など

　※　健康手帳をお持ちの方はご持参ください。

☆乳幼児健康相談
　●日時：11 月 13 日（火）・14 日（水）
　●受付：午前 10 時〜午前 11 時
　●場所：當麻保健センター

　◆日時：11 月 28 日（水）・29 日（木）
　◆受付：午前 10 時〜午前 11 時
　◆場所：新庄健康福祉センター
　■内容：身体測定、保健師・管理栄養士による個別相談
　※　母子健康手帳をご持参ください。
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   毎月 11 日は
   人権を確かめあう日です

奈良県市町村人権・同和問題
啓発活動推進本部
葛城市人権問題啓発活動推進本部

①②③④

11 月 12 日から 25 日までは、「女性に対する暴力をなくす運動」の期間です
　毎年、11 月 12 日から 25 日までの 2 週間、「女性に対する暴力をなくす運動」が実

施されています。（11 月 25 日は「女性に対する暴力撤廃国際日」です。）

　2001 年に内閣府男女共同参画局が行った「配偶者等からの暴力に関する調査」では、

夫または恋人から“身体に対する暴力”“恐怖を感じるような脅迫”“性的な行為の強要”

のいずれか、またはいくつかを、これまでに一度でも受けたことのある女性は 19.1％

になり、女性の約 5 人に 1 人が深刻なドメスティック・バイオレンス（DV）の被害を

受けている実態が明らかになりました。

　1999 年、カナダ駐在の日本総領事が妻を殴り、妻が病院で治療を受けました。事情

を知ったバンクーバー警察が加害者の夫を家庭内暴力で逮捕しました。取り調べを受け

たその総領事は、暴行の事実は認めましたが、次のように反論しました。「妻をたたくのは日本の文化です。暴

力と見るかどうかは、日本とカナダの文化の違いです。」と。地元メディアはこれを大きく報じました。日本政

府は総領事を本国に召還しましたが、それは「日本文化」について不適切な発言があったからで、妻に暴力を

ふるったからではありませんでした。

　暴力は、その対象の性別や加害者、被害者の間柄を問わず、決して許されるものではありません。ましてや、

妻への暴力が ｢日本文化｣ などではないことは明らかです。また、性犯罪、売買春・人身取引、セクシュアル・

ハラスメント、ストーカー行為など女性に対する暴力は、女性の人権を著しく侵害するもので、男女共同参画

社会を目指す上で克服すべき重要な課題だと言えます。

　「女性に対する暴力をなくす運動」の期間をきっかけとして、女性に対する暴力について深く考え、共に暴力

のない明るい社会をつくるためみんなで力を合わせて努力してまいりましょう。
（人権政策課）

全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間

女性に対する暴力根絶の
ためのシンボルマーク

　夫・パートナーからの暴力をはじめとして、職場等におけるセクシュアルハラスメント、ストーカー行為な

ど女性の人権に関わる問題全般について、人権擁護委員の中の男女共同参画社会推進委員が次のとおり、無料・

秘密厳守で電話相談に応じます。

 ▼日　時：11 月 12 日（月）〜　18 日（日）　

   （平日）　午前 8 時 30 分〜午後 7 時 （土・日）午前 10 時〜午後 5 時

 ▼電話番号：0570（070）810（全国共通ナビダイアル）

 ▼対　象：県内在住の女性

 ▼相談員：奈良県人権擁護委員連合会男女共同参画社会推進委員（人権擁護委員）

◎詳しくは、奈良地方法務局人権擁護課　☎ 0742（23）5457 まで。
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指
名
手
配
犯
人
の
検
挙
に
御
協
力
を
！

　

全
国
の
警
察
で
は
、

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
等

で
特
別
手
配
し
て
い
る

オ
ウ
ム
真
理
教
（
ア
ー
レ
フ
に
改

名
）
関
係
犯
人
で
あ
る
公
証
役
場

　

事
務
長
逮
捕
監
禁
致
死
事
件

 

平
田　

信

　

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

 

高
橋　

克
也

　

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

 

菊
地　

直
子

の
3
名
を
は
じ
め
と
し
て
、
多
数

の
犯
人
を
指
名
手
配
中
で
す
。

　

中
で
も
凶
悪
な
犯
罪
を
犯
し
た

犯
人
に
つ
い
て
は
、
全
国
警
察
の

総
力
を
挙
げ
て
追
跡
捜
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

犯
人
を
検
挙
し
事
件
を
解
決
す

る
た
め
に
は
、
犯
罪
捜
査
に
対
す

る
皆
さ
ん
の
御
理
解
と
御
協
力
が

従
来
に
増
し
て
必
要
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

指
名
手
配
中
の
犯
人
に
よ
く
似

た
人
を
見
か
け
た
時
は
、
迷
わ
ず

警
察
へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

（
高
田
警
察
署
☎
（
22
）
0
1
1
0
）

   

あ
な
た
の
家
が
狙
わ
れ
て
い
る
か
も
!!
  

大
切
な
家
族
と
財
産
を
守
る
た
め

見
直
そ
う
住
ま
い
の
防
犯
対
策

　

高
田
警
察
署
管
内
の
刑
法
犯
罪

の
認
知
件
数
は
今
年
8
月
末
現
在

1
、
9
5
8
件
（
前
年
同
期
比
マ

イ
ナ
ス
1
7
5
件
）
と
昨
年
に

引
き
続
い
て
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
が
、
空
き
巣
狙
い
、
忍
び
込
み
、

居
あ
き
な
ど
の
侵
入
窃
盗
に
つ
い

て
は
今
年
8
月
末
現
在
1
0
4

件
（
前
年
同
期
比
プ
ラ
ス
12
件
）

と
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

ド
ロ
ボ
ウ
は
ち
ょ
っ
と
し
た

「
隙
」
を
狙
っ
て
侵
入
し
て
き
ま

す
。
安
全
、
安
心
な
我
が
家
を
も

う
一
度
防
犯
チ
ェ
ツ
ク
し
て
み
ま

し
ょ
う
。 

　

空
き
巣
な
ど
侵
入
窃
盗
の
被
害

防
止
対
策
は
、

● 

錠
は
防
犯
性
能
の
高
い
も
の

を
取
り
付
け
る
。（
ツ
ー
ロ
ッ
ク
）

● 

風
呂
場
の
窓
、
便
所
の
高
窓
、

ベ
ラ
ン
ダ
の
ガ
ラ
ス
戸
の
よ
う
に

盲
点
に
な
り
や
す
い
と
こ
ろ
も
忘

れ
ず
に
戸
締
ま
り
を
す
る
。（
補

助
錠
）

● 

カ
ギ
は
入
口
付
近
の
郵
便
受

け
、
牛
乳
箱
な
ど
に
入
れ
て
お
か

な
い
。

● 

外
出
す
る
と
き
は
隣
近
所
に

頼
ん
で
お
く
。（
声
を
掛
け
る
）

● 

一
日
以
上
留
守
に
す
る
と
き

は
、
新
聞
、
牛
乳
な
ど
は
配
達
を

断
る
か
、
と
り
か
た
づ
け
を
近
所

に
頼
ん
で
お
く
。

● 

防
犯
ベ
ル
や
セ
ン
サ
ー
ラ
イ

ト
、
防
犯
振
動
ア
ラ
ー
ム
等
を
取

り
付
け
る
。

　

ド
ロ
ボ
ウ
の
約
7
割
は
開
錠
に

5
分
以
上
か
か
る
と
侵
入
を
あ
き

ら
め
、
10
分
以
上
だ
と
ほ
ぼ
全
員

が
退
散
し
ま
す
。

　

犯
罪
か
ら
被
害
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
被
害

に
遭
わ
な
い
よ
う
に
心
掛
け
、
防

犯
対
策
を
講
じ
る
よ
う
実
践
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

不
審
者
を
見
か
け
た
と
き
は
、

直
ち
に
1
1
0
番
通
報
し
て
く

だ
さ
い
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

高
田
警
察
署
管
内
で
発
生
し

て
お
り
ま
し
た
「
ひ
っ
た
く
り

犯
人
」
が
、
去
る
9
月
17
日
に

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
逮

捕
さ
れ
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
も
、

○ 

歩
行
時
の
荷
物
、
カ
バ
ン

は
車
道
と
反
対
側
の
手
に
持
つ

○ 

後
方
か
ら
近
づ
く
自
動
車
・

単
車
に
注
意
す
る

○ 

自
転
車
の
前
カ
ゴ
に
は
、

ひ
っ
た
く
り
防
止
カ
バ
ー
を
か

け
る

等
の
自
主
防
犯
対
策
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。
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11
月
9
日
か
ら
15
日
ま
で
『
火

は
見
て
る　

あ
な
た
が
離
れ
る　

そ
の
時
を
』
を
統
一
標
語
と
し
て
、

全
国
的
に
秋
季
火
災
予
防
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

近
年
の
火
災
に
よ
る
死
者
の
約

90
％
は
住
宅
火
災
で
、
そ
の
原
因

の
大
半
は
、
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
も

の
で
す
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

火
災
の
早
期
発
見
に
効
果
の
あ

る
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

（
消
防
署
）

▽
▼
１
１
９
コ
ー
ナ
ー
▲
△

9
月
中

　

火
災
…
1
件

　

救
急
…
99
件

　

救
助
…
2
件

本
年
の
累
計

　

火
災
…       

3
件

　

救
急
…
9
3
1
件

　

救
助
…    

14
件

11 月 9 日は、
「119 番の日」

　

11
月
9
日
は
、「
1
1
9
番

の
日
」
で
す
。
平
成
18
年
中
の

1
1
9
番
通
報
は
、
5
、
0
4
9

件
で
、
1
日
当
り
約
14
件
の
通
報

が
あ
り
ま
し
た
。

　

1
1
9
番
通
報
を
さ
れ
る
時
は
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

① 

火
事
・
救
急
・
救
助
な
ど
で

1
1
9
番
通
報
す
る
と
き
は
、
落

ち
着
い
て
局
番
な
し
の
「
1
1
9
」

を
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
、
場
所
（
番
地
・

付
近
の
目
標
物
等
）・
名
前
・
状
況

等
を
は
っ
き
り
言
い
ま
し
ょ
う
。

② 

あ
わ
て
ず
に
通
報
す
る
た
め
、

電
話
の
近
く
に
右
記
の
内
容
を
記

入
し
た
も
の
を
貼
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

③ 

携
帯
電
話
で
1
1
9
番
通
報

し
た
場
合
、
葛
城
市
消
防
本
部
に

つ
な
が
り
ま
す
が
電
波
の
状
況
に

よ
り
近
隣
の
消
防
本
部
に
つ
な
が

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き

は
、
葛
城
市
消
防
本
部
へ
転
送
さ

れ
ま
す
の
で
、
電
話
を
切
ら
ず
に

待
っ
て
く
だ
さ
い
。

※ 

火
事
の
問
い
合
わ
せ
は
、
住

民
案
内
「（
69
）
9
9
8
8
」、
病

院
照
会
等
の
問
い
合
わ
せ
は
、

「（
69
）
7
1
7
1
」
へ
お
願
い
し

ま
す
。

　

急
病
な
ど
緊
急
の
場
合
、
す
ぐ

に
見
て
も
ら
え
る
か
か
り
つ
け
の

病
院
を
持
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

消
防
署
で
は
、
各
地
区
や
各
種

団
体
等
で
消
防
防
災
訓
練
及
び
応

急
手
当
等
の
講
習
会
を
実
施
し
て

い
ま
す
の
で
、
積
極
的
な
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

秋季火災予防運動

が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。
ま
だ
の

ご
家
庭
で
は
、
早
い
時
期
に
設
置

し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
11
月
9
日
午
後
1
時
か

ら
消
防
団
・
消
防
署
に
よ
り
防
火

パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ

ま
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
大
切

な
家
庭
か
ら
火
を
出
さ
な
い
よ
う

に
家
庭
で
次
の
事
に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
し
ょ
う
。

 

住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

7
つ
の
ポ
イ
ン
ト

（
3
つ
の
習
慣
・
4
つ
の
対
策
）

3
つ
の
習
慣

● 

寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

● 

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

　

も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用

　

す
る
。

● 

ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

　

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

4
つ
の
対
策

● 

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

　

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

● 

寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン

　

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

　

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

● 

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

　

た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を

　

設
置
す
る
。

● 

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

　

な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所

　

の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。
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11月1日〜12月10日新庄文化会館（マルベリーホール）

當麻文化会館

0742-41-4701【帝塚山高等学校】

69-2389

69-4600【新庄文化会館】

48-2811【教育総務課】

69-4600【新庄文化会館】

62-2467【忍海小学校】

48-3373

0742-62-5555　　

11

12

11

12

10

11

29

2

6

9

10

土

日

木

日

木

日

月

やまなみ歌謡クラブ発表会

幼稚園の芸術鑑賞会

葛城市音楽祭「クラシックコンサート」

葛城市小・中学校合同音楽会

第4回葛城市社会福祉大会

第41回人権と部落問題講演会

無　料

無　料

無　料

関係者

有　料

関係者

関係者

無　料

奈良県高等学校文化連盟合唱・器楽部会

やまなみ歌謡クラブ

葛城市

葛城市教育委員会

葛城市

葛城市教育委員会

葛城市社会福祉協議会

奈良県人権教育推進協議会

月        日 曜 催  し  物 入場方法 開演時間 主  催  者 連  絡  先

◎お問い合わせ　  新庄文化会館　☎69－4600　當麻文化会館　☎48－5000　☆主催者の都合により一部変更する場合がありますので、ご了承ください。
　準備、リハーサル等での使用に関しては、本表に記載しておりません。詳細については、主催者にお問い合わせください。

10：00

10：00

10：00　14：00

未　定

13：30

3・4

11

18

23

  9

土・日

日

日

金

日

葛城市文化協会文化祭

第5回JOKO会歌謡教室発表会

ヤマハ PMS LIVE 2007

 ピアノと歌のコンサート

無　料

無　料

整理券

無　料

無　料

生涯学習課

JOKO会歌謡教室実行委員会

當麻文化会館

（株）末吉楽器店

ミルフィーユ

月        日 曜 催  し  物 入場方法 開演時間 主  催  者 連  絡  先

は休館日

新庄文化会館
當麻文化会館

 1  2  3  4  5  6  7  8  9 101112 15

木

161713

木 金 土 日 月 火 水 木木 金 土 日 月 火 水 木木 火 水 木木金 土 日 金 土 日 木木 金月 火 水 火 水月 土 日 月

1819 202122232425262728293014

 1  2  3  4  5  6  7  8  9 101112 15161713 171819 202122232425262728293014

 1  2  3  4  5

 1  2  3  4  5

48-2811【生涯学習課】

48-5000

22-5511

76-8893

12：00～16：30

  9：30～17：00

    14：00～

10：00～11：00

    14：00～

未　定

13：30～16：00

13：30～16：30

第22回奈良県高等学校総合文化祭
合唱・器楽演奏会

葛城市民劇団「風塾」
第11回定期公演「中将姫物語 異聞」

葛城市當麻文化会館
映画鑑賞会（2回上映）

24・25 土・日

展示室（マルベリーホール）

48-2811【生涯学習課】12 / 1（土）
       2（日） 葛城市作品合同展示会 無　料 葛城市教育委員会

期  間 催  し  物 入場方法 開演時間 主  催  者 連  絡  先
9：00～17：00

（2日目は15：00まで）

2007 年 12 月 13 日（木）

　開場 18：00　開演 18：30

【会場】新庄文化会館マルベリーホール

【入場料】全席指定 3,000 円

　　　　　当日 500 円増　友の会 2,700 円

チケットぴあ　P コード 379-621

ローソンチケット　L コード 59882

新庄文化会館開館 15 周年記念事業

葛城市在住・出身者による、本格的なクラシックコンサート

2007 年 12 月 2 日（日）

　開場 13：30　開演 14：00

【会場】新庄文化会館マルベリーホール

【入場料】全席自由 1,500 円

※未就学児の入場はできません。
2007 年 11 月 18 日（日）

　　　　1 回目　10：00 〜
　　　　2 回目　14：00 〜

入場無料（整理券が必要です）

※整理券は 11 月 18 日（日）午前 9 時と
午後 1 時に當麻文化会館で配布します。
なお、それぞれお一人 2 枚までとさせて
いただきます。

當麻文化会館 映画鑑賞会
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は整理休館日

新庄図書館
當麻図書館

は休館日

 1  2  3  4  5  6  7  8  9 101112 15

木

161713

木

17

金 土 日 月 火 水 木木 金 土 日 月 火 水 木木 火 水 木木金 土 日 金 土 木木 金日月 火 水 火 水月 土 日 月

1819 202122232425262728293014

 1  2  3  4  5  6  7  8  9 101112 151613 171819 202122232425262728293014  2  3

 1  2  3  4  5

 1  2  3  4  5

 

図
書
館
だ
よ
り

11 月 の 新 着 図 書 ★…児童書

《
催
し
も
の
ご
案
内
》

【
映
画
会
の
お
知
ら
せ
】

　

日
時

：

11
月
10
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

　

場
所

：

新
庄
図
書
館
Ａ
Ｖ
ル
ー
ム

　

 
 

『
坊
ち
ゃ
ん
』 

【
お
は
な
し
会
の
お
知
ら
せ
】

★
當
麻
図
書
館

　

日
時

：

11
月
4
日
（
日
）
午
後
1
時
30
分
〜

　

場
所

：

當
麻
図
書
館
2
階
お
は
な
し
の
部
屋

『
小
さ
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

　

絵　

本
…
と
っ
て
く
だ
さ
い

　

お　

話
…
り
ん
ご

　

人
形
で
お
は
な
し
…
ち
っ
ち
ゃ
な
お
ば
け

　

絵　

本
…
り
ん
ご
こ
ろ
こ
ろ

『
大
き
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

　

絵　

本
…
ガ
ッ
タ
ン
ゴ
ッ
ト
ン

　

お　

話
…
あ
く
び
が
で
る
ほ
ど
お
も
し
ろ
い
は
な
し

　

絵　

本
…
ま
ん
じ
ゅ
う
こ
わ
い

★
新
庄
図
書
館

　

日
時

：

11
月
24
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

　

場
所

：

新
庄
図
書
館
お
は
な
し
の
部
屋
・

Ａ
Ｖ
ル
ー
ム

『
小
さ
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

　
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
…
な
に
し
て
る 

な
に
し
て
る

　

大
型
絵
本
…
き
ょ
だ
い
な
き
ょ
だ
い
な

　

お　

話
…
ね
こ
と
ね
ず
み　

ほ
か

『
大
き
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

　

お　

話
…
ス
ヌ
ー
ク
ス
さ
ん
一
家

　

絵　

本
…
お
や
こ
ペ
ン
ギ
ン
ジ
ェ
イ
と
ド
ゥ

　

絵　

本
…
き
ょ
う
は
ソ
ン
ミ
の
う
ち
で

キ
ム
チ
を
つ
け
る
ひ　

ほ
か

＊
お
は
な
し
が
始
ま
る
と
へ
や
に
入
れ
ま
せ
ん
。

　

時
間
に
間
に
合
う
よ
う
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

関西大満足の温泉宿500軒
2008年版
成美堂出版

道は自分で切りひらく　
大リーガーたちのチャレンジ
広岡　勲／著

　

関
西
の
主
要
温
泉
地
を
網
羅
し
、
満

足
で
き
る
温
泉
宿
を
エ
リ
ア
別
に
紹
介
。

注
目
の
温
泉
郷
や
ス
タ
イ
ル
で
選
ぶ
湯

宿
、
眺
望
の
よ
い
露
天
風
呂
、
美
人
の
湯

を
特
集
し
て
い
ま
す
。
掲
載
デ
ー
タ
は

2
0
0
7
年
5
月
か
ら
7
月
で
す
。

　

ご
家
族
で
、
お
友
達
と
、
年
末
年
始
の

計
画
作
り
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

　
「
ぼ
く
は
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
捨
て
た
ー
大

リ
ー
グ
一
年
目
の
春
、
松
井
秀
喜
は
語
っ

た
。
そ
こ
か
ら
這
い
上
が
り
、
大
ホ
ー
ム

ラ
ン
を
打
つ
ま
で
に
復
活
し
た
。」（
本
書

よ
り
）

　

日
本
人
選
手
の
活
躍
も
目
覚
し
い
大

リ
ー
グ
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ヤ
ン
キ
ー
ス

球
団
広
報
に
携
わ
る
著
者
が
、
華
や
か
に

見
え
る
選
手
た
ち
の
、
地
味
で
孤
独
な
努

力
を
伝
え
ま
す
。
逆
境
に
負
け
ず
、
道
を

切
り
ひ
ら
い
た
大
選
手
た
ち
の
生
き
方
は
、

生
き
る
勇
気
を
与
え
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

書　　　　　　　名 著　　者　　名 新庄図書館 當麻図書館
　秘密結社の日本史 海野弘 ○
　魔方陣 内田伏一 ○
　全国から厳選！とっておきの駅弁 100 カルチャーランド ○
　ウエディングブーケ BOOK 佐々木潤子 ○
　百貨店地図が塗り変わる日 川嶋幸太郎 ○
　景徳鎮の旅 陳舜臣 ○
　ナポレオン千一夜物語 藤本ひとみ ○
　キラレ×キラレ 森博嗣 ○
　韋駄天夫人 白洲正子 ○
　若き詩人への手紙・若き女性への手紙 リルケ ○
★ 13 歳からの「人を動かす」 ドナ・カーネギー ○
★火山の大研究 鎌田浩毅 ○
★野菜ふしぎ図鑑 稲垣栄洋 ○
★テリアさんとぼく 風野潮 ○
★真夜中の商店街 藤木稟 ○
★ぼく、カギをのんじゃった！ ジャック・ギャントス ○
★曲芸師ハリドン ヤコブ・ヴェゲリウス ○
★ぼくは孫 西村敏雄 ○
★ふしぎなキャンディーやさん みやにしたつや ○
★きらきらきららおつきさま ドゥブラフカ・コラノヴィッチ ○
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税
を
考
え
る
週
間

　

11
月
11
日
（
土
）
～ 

17
日
（
金
）

【
テ
ー
マ

：

少
子
・
高
齢
社
会
と
税
】

　

国
税
庁
で
は
、
11
月
11
日
（
土
）
〜
17

日
（
金
）
を
「
税
を
考
え
る
週
間
」
と
定
め
、

国
の
基
本
と
な
る
税
に
つ
い
て
理
解
を
一

層
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

広
報
・
公
聴
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
テ
ー
マ
は
、「
少
子
・
高
齢
社

会
と
税
」
で
す
。
少
子
・
高
齢
社
会
に
お
け

る
税
の
意
義
や
役
割
な
ど
に
つ
い
て
考
え

て
い
た
だ
く
た
め
の
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
税
に
つ
い
て
考
え
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http:w

w
w

.
nta.go.jp

）
に
「
税
を
考
え
る
週
間
」
の

特
集
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
す
の
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
、
葛
城
税
務
署

☎
（
22
）
2
7
2
1
ま
で
。

　

 

消
費
者
生
活
相
談

　
「
架
空
請
求
や
悪
質
商
法
」
な
ど
の
消
費

生
活
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
日　

時

‥
11
月
12
日
（
月
）

　
　

午
前
10
時
〜
正
午
・
午
後
1
時
〜
4
時

▼
場　

所
‥

新
庄
庁
舎 

2
階
会
議
室

▼
相
談
料

‥

無
料

（
随
時
受
付
相
談
い
た
し
ま
す
。）

◎
詳
し
く
は
、
農
林
商
工
課
ま
で
。

市役所へのお問い合わせは、新庄庁舎 ☎（69）3001　または　當麻庁舎 ☎（48）2811 まで。　　　　　　　　   　　　市役所へのお問い合わせは、新庄庁舎 ☎（69）3001　または　當麻庁舎 ☎（48）2811 まで。

 
税
の
納
期

　

11
月
は
、
次
の
市
税
が
納
付
月
で
す
。

▼ 

市
県
民
税 

 

第
3
期

▼ 

国
民
健
康
保
険
税 

第
5
期

　

納
期
限
は
11
月
30
日
（
金
）
で
す
。

　

納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
納
期
限
の

日
が
振
替
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。
預
貯
金
残

高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
税
務
課
・
収
納
課
）

 

新
庄
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

★
燃
え
る
ご
み
の
収
集
日
に
つ
い
て
・
・
・

◎
11
月
23
日
（
金

：

勤
労
感
謝
の
日
）
は
祝

日
で
す
が
、
新
庄
区
域
の
一
般
家
庭
ご
み
収

集
に
つ
い
て
は
平
常
通
り
行
い
ま
す
。

【
対
象
地
区
】

‥

西
室
・
東
室
・
柿
本
・

 

笛
堂
・
北
花
内
・
忍
海
・
薑
・
新
村
・

 

新
町
・
南
花
内
・
西
辻
・
南
新
町
・

 

新
庄
・
葛
木
・
大
屋
・
北
道
穂
・
南
道
穂

◎
詳
し
く
は
、
新
庄
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

　 　　
 

第
11
回
葛
城
歌
壇
発
表
会

　

講
評
を
聞
い
て
短
歌
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

ご
参
加
い
た
だ
い
た
方
に
は
「
葛
城
歌
壇

作
品
集
」
を
差
し
上
げ
ま
す
。

▼
日　

時
‥

11
月
11
日
（
日
）

午
後
1
時
〜
午
後
3
時
30
分

▼
場　

所

‥

歴
史
博
物
館 

あ
か
ね
ホ
ー
ル

▼
内　

容

‥

入
賞
者
の
表
彰
式

お
よ
び
出
詠
作
品
の
講
評

◎
詳
し
く
は
、
新
庄
図
書
館

☎
（
69
）
4
6
4
6
ま
で
。

　

 

當
麻
図
書
館　

手
作
り
講
座

　

ド
ラ
イ
ハ
ー
ブ
を
使
っ
て
、
ク
リ
ス
マ
ス

リ
ー
ス
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

▼
講　

師

‥

寺
田
由
美
さ
ん

▼
日　

時

‥

11
月
18
日
（

日
）

午
後
1
時
30
分
〜

▼
場　

所

‥

當
麻
図
書
館　

2
階
研
修
室

▼
対
象
・
人
数

‥

大
人
・
25
人

▼
材
料
費

‥

1
、
8
0
0
円

▼
持
ち
物

‥

軍
手
、
花
切
り
ば
さ
み
、

 
 

エ
プ
ロ
ン
、
ペ
ン
チ

▼
申　

込

‥

材
料
費
を
添
え
て
、
當
麻
図
書
館
ま
で

◎
詳
し
く
は
、
當
麻
図
書
館

☎
（
48
）
6
0
0
0
ま
で
。

　

 

図
書
館
連
続
講
座

   

第
9
回
・
第
10
回
（
最
終
回
）
参
加
者
募
集

【
お
は
な
し
を
楽
し
む
】

　

大
人
の
方
は
、
子
ど
も
た
ち
が
心
か
ら
楽

し
ん
で
い
る
「
お
は
な
し
」
を
聞
い
た
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
？
図
書
館
連
続
講
座
最
終

回
は
「
お
は
な
し
」
を
取
り
上
げ
ま
す
。

▼
講　

師

‥

中
尾　

幸
さ
ん
（

竹
の
子
文
庫
）

▼
日　

時

‥

　

 

（
1
回
目
）
11
月
25
日
（

日
）

午
後
2
時
〜

　

 

（
2
回
目
）
12
月
16
日
（

日
）

午
後
2
時
〜

▼
場　

所

‥

當
麻
図
書
館　

2
階
研
修
室

▼
対　

象
・
参
加
費

‥

大
人
・
無
料

▼
申　

込

‥

當
麻
図
書
館
及
び
新
庄
図
書

　

館
に
ご
来
館
も
し
く
は
お
電
話
で
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。
2
回
と
も
の
参
加
で

　

お
願
い
し
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
當
麻
図
書
館
ま
で
。

　

　10 月 15 日、梅乃宿酒造株式会社（代表取締役社長　吉田暁 氏）よ
り地域社会に対する貢献の一環として、葛城市にＡＥＤ（自動体外式
除細動器）6 台のご寄贈を受けました。
　葛城市では、平成 18 年度から平成 20 年度までの 3 年間にＡＥＤを
市内の公共施設に配置する計画で導入を進めておりましたが、御陰を
持ちまして、このたびのご寄贈により計画期間より早く 13 カ所の公共
施設に配置できることになりました。
　ご寄贈いただいたＡＥＤ 6 台は、両庁舎、市内中学校などに設置さ
せていただき、使用法についての職員研修を開催し、心肺停止などの
緊急時に救急隊が到着するまで、救命処置を行えるよう操作手順をしっ
かり身に付け、活用させていただきます。
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自
衛
官
等
募
集

　

防
衛
省
で
は
、任
期
制
自
衛
官
（
2
等
陸
・

海
・
空
士
）
お
よ
び
自
衛
隊
生
徒
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

★ 

任
期
制
自
衛
官
（
2
等
陸
・
海
・
空
士
）

▼
応
募
資
格

‥

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

▼
受
付
期
間

‥

年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
試
験
日

‥

12
月
9
日
（
日
）、
他
あ
り

▼
試
験
会
場

‥

航
空
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
学
校

（
奈
良
市
法
華
寺
町
）

★ 

自
衛
隊
生
徒

▼
応
募
資
格

‥

平
成
20
年
4
月
1
日
現
在
、

　

15
歳
以
上
17
歳
未
満
（
平
成
3
年
4
月
2

　

日
か
ら
平
成
5
年
4
月
1
日
ま
で
の
間

　

に
生
ま
れ
た
者
）
の
男
子
で
、
中
学
校
卒

　

業
者
又
は
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程

　

終
了
者
（
平
成
20
年
3
月
に
中
学
校
卒
業

　

又
は
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程
終
了

　

見
込
み
の
者
を
含
む
。）

▼
受
付
期
間

‥

平
成
19
年
11
月
1
日
（

木
）

〜

　

平
成
20
年
1
月
8
日
（

火
）

▼
試
験
日

‥

（
1
次
試
験
）
平
成
20
年
1
月
12
日
（
土
）

　
（
2
次
試
験
）
平
成
20
年
1
月
25
日
〜
28
日

ま
で
の
間
の
指
定
す
る
1
日

▼
試
験
会
場

‥

航
空
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
学
校

（
奈
良
市
法
華
寺
町
）

★
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
も
資
料
閲
覧
、
請
求

が
で
き
ま
す
。

　

奈
良
地
方
協
力
本
部
（P

C

用
）

　

http://w
w

w
.m

od.go.jp/pco/nara

◎
詳
し
く
は
、
自
衛
隊
橿
原
地
域
事
務
所

☎
0
7
4
4
（
27
）
9
6
0
0
ま
で
。

　

 

ウ
ェ
ル
ネ
ス
新
庄

 

　

葛
城
市
民
感
謝
デ
ー

　

葛
城
市
の
皆
さ
ま
へ
感
謝
を
込
め
て
、
11

月
23
日
（
金
・
祝
）
に
無
料
開
放
を
実
施
い

た
し
ま
す
。
当
日
は
皆
さ
ま
お
誘
い
あ
わ
せ

の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

‥

11
月
23
日
（
金
・
祝
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
5
時 

（
施
設
利
用
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

▼
利
用
料
金

‥

無
料

▼
施
設
内
容

‥

プ
ー
ル
（
自
由
遊
泳
）・
ス

　

タ
ジ
オ
（
レ
ッ
ス
ン
体
験
）・
ト
レ
ー
ニ

　

ン
グ
ル
ー
ム
（
マ
シ
ン
ジ
ム
利
用
）・
お

　

風
呂
（
サ
ウ
ナ
有
）

▼
対
象

‥
葛
城
市
民
の
皆
さ
ま

＊
中
学
生
以
下
の
ご
利
用
は
プ
ー
ル
の
み

　

利
用
可
能
と
い
た
し
ま
す
。

＊
小
学
生
以
下
の
ご
利
用
は
プ
ー
ル
の
み

　

と
し
保
護
者
同
伴
で
の
利
用
と
い
た
し

　

ま
す
。（
保
護
者
も
一
緒
に
プ
ー
ル
に
入
っ

　

て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。）

▼
利
用
方
法

‥

ご
予
約
は
い
り
ま
せ
ん
。

直
接
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

▼
備
考

‥

施
設
ご
利
用
に
は
次
の
も
の
が

　

必
要
で
す
の
で
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

お
忘
れ
の
場
合
、
安
全
及
び
衛
生
管
理
上

　

ご
利
用
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来

　

ま
せ
ん
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

プ
ー
ル
・
・
・

　

水
着
・
ス
イ
ム
キ
ャ
ッ
プ･

バ
ス
タ
オ
ル

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム･

ス
タ
ジ
オ
・
・
・

　

 
増 

改 

築 

相 

談

▼
日　

時

‥

11
月
4
日
（
日
）・
12
月
2
日
（
日
）

 
 

午
前
9
時
〜
正
午

▼
場　

所

‥

當
麻
文
化
会
館
団
体
交
流
室

▼
連
絡
先

‥

☎
（
48
）
5
3
7
5

▼
日　

時

‥

11
月
24
日
（
土
）

 
 

午
後
1
時
〜
午
後
5
時

▼
場　

所

‥

中
央
公
民
館
会
議
室

▼
連
絡
先

‥

☎
（
69
）
2
8
7
7

◎
詳
し
く
は
、
右
記
連
絡
先
ま
た
は
都
市
計

画
課
ま
で
。

市役所へのお問い合わせは、新庄庁舎 ☎（69）3001　または　當麻庁舎 ☎（48）2811 まで。　　　　　　　　   　　　市役所へのお問い合わせは、新庄庁舎 ☎（69）3001　または　當麻庁舎 ☎（48）2811 まで。

　

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
（
上
履
き
）･

　

運
動
し
や
す
い
服
装･

タ
オ
ル

浴
室･

サ
ウ
ナ
・
・
・

バ
ス
タ
オ
ル･

タ
オ
ル

◎
詳
し
く
は
、
〒
6
3
9
ー
2
1
1
2

　

葛
城
市
笛
堂
4
0
0
ー
1

　

葛
城
市
体
力
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　
　

ウ
ェ
ル
ネ
ス
新
庄

 

☎
（
69
）
9
3
0
3

　

定
休
日　

毎
週
金
曜
日

　

Ｕ
Ｒ
L　

w
w

w
.w

ellness-shinjo.jpま
で
。

 

第
50
回 

奈
良
県
特
産

　
「
皮
革
・
は
き
も
の
市
」
開
催

　

県
内
で
生
産
さ
れ
る
皮
革
・
履
物
製
品
を

展
示
即
売
し
ま
す
。

▼
開
催
期
間

‥

11
月
1
日
（
木
）
〜 

7
（
水
）

午
前
10
時
〜
午
後
8
時

（
最
終
日
は
午
後
5
時
ま
で
）

▼
会　

場

‥

近
鉄
百
貨
店
奈
良
店
（
近
鉄
西

　
　

大
寺
駅
北
口
）
6
階
・
奈
良
ホ
ー
ル

◎
詳
し
く
は
、
奈
良
県
特
産
皮
革
は
き
も
の
市
運
営
委
員
会

☎
0
7
4
4
（
23
）
3
5
3
5
ま
で
。

　

 

第
26
回 

奈
良
県
毛
皮
革
フ
ェ
ア

 

　
　

IN
 U

T
A

N
O

　

開
催

▼
開
催
期
間

‥

11
月
23
日
（
金
）
〜 

25
（
日
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

▼
会　

場

‥

宇
陀
市
菟
田
野
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
（
宇
陀
市
菟
田
野
区
古
市
場
1
5
9
6
ー
21

毛
皮
革
工
場
団
地
内
）

◎
詳
し
く
は
、
宇
陀
市
菟
田
野
毛
皮
革
産
業
振
興
公
社 

 

☎
（
84
）
4
0
5
9
ま
で
。

　

 

大
淀
養
護
学
校

　
　

葛
城
市
地
区
別
懇
談
会
開
催

　

地
域
の
障
害
児
・
者
の
生
活
の
充
実
に
向

け
、
地
域
の
方
々
と
連
携
を
深
め
な
が
ら

様
々
な
課
題
に
つ
い
て
共
に
考
え
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
次
の
と
お
り
懇
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

▼
日　

時

‥

11
月
20
日
（
火
）

 
 

午
前
10
時
〜
正
午

▼
場　

所

‥

ゆ
う
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

▼
テ
ー
マ

‥

「
自
立
支
援
法
施
行
後
の

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
」

〜
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
と
し
て
〜

　

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
事
前
に
大
淀
養
護

学
校
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
、
奈
良
県
立
大
淀
養
護
学
校

進
路
指
導
部　
（
泉
谷
、
吉
田
）

☎
0
7
4
7
（
52
）
7
6
5
5
ま
で
。

　



11月………November

●日時　11月 8日（木）第 2木曜日
	 午前 9時〜正午
　場所　葛城市役所（新庄庁舎）
　申込　不要（先着順）
●日時　11月 15日（木）第 3木曜日
	 午前 9時〜正午
　場所　忍海集会所
　申込　不要（先着順）
●日時　11月 22日（木）第 4木曜日
	 午前 9時〜正午
　場所　當麻文化会館
　申込　不要（先着順）

お問い合わせ／人権政策課・総務財政課・社会福祉協議会
　　　　　　　☎	69-3001

●日時　11月 15日（木）第 3木曜日
	 午後 1時〜 4時
　場所　葛城市役所（新庄庁舎）

●日時　11月 22日（木）第 4木曜日
	 午後 1時〜 4時
　場所　當麻文化会館
　
◎申込　相談（20分）は予約制になっていますので、
　　　　秘書課までお申し込みください。

お問い合わせ／秘書課　☎	69-3001

●中南和法律相談センタ−
【大和高田市	総合福祉会館】　
　日時　毎週木曜日　午後 1時〜 4時
　場所　大和高田市池田 418-1
【香芝市役所】　
　日時　第 1水曜日　午後 1時〜 4時
　場所　香芝市本町 1397
【橿原市役所】　
　日時　第 2・3水曜日　午後 1時〜 4時
　場所　橿原市八木町 1-1-18
【王寺町	地域交流センター】　
　日時　第 4水曜日　午後 1時〜 4時
　場所　王寺町久度 2-2-1-501
◎申込　相談は予約面談制（30分）
　　　　必ず電話で事前予約してください。
	 	 ☎	0742(22)2035
　　　　相談日の1週間前の同じ曜日午前9時 30分
　　　　から先着順にて受け付けます。
　　　　（祝日の場合は原則その前日より）
　　　　祝日・年末年始は開設されません。
☆次の会場でも相談できます。
	 桜井市中央公民館・青垣生涯学習センター	
	 （田原本町）・上牧町保健福祉センター・宇	
	 陀市役所・五條福祉センター・吉野町役場・
	 下市町役場・大淀町役場
＊	日時等は、電話でご確認ください。


